
������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

�����

�����

6月は男女平等推進月間
性別役割意識の転換も重要

4月23日に行われた

統一自治体選挙後半戦

は、藤沢市・茅ヶ崎市・

葉山町に県本部組織内

候補として立候補した

現職3人が当選を果た

した。

4期目の当選を果た

した藤沢市議会議員の

『おおや徹』さんは、「厳しい選挙戦となったが、多くの仲間

の頑張りにより4期目の当選を果たすことができた。引き続き

議会でしっかり仕事をしていきたい」と力強く今後の抱負を

語った。

6期目の当選となった茅ヶ崎市議会の『岸正明』さん、2期

目の当選となった葉山町議会の

『中村かずお』さんとともに、前

半戦川崎市議会2人を合わせた5

人の組織内議員を中心に、県本部

としてもさらなる連携強化をはか

り、現場や地域課題の改善に向け

取り組みを強化していく。

自治労組織内候補
藤沢市議会議員選挙（定数36）

おおや 徹 現3期 当 選 2，683票 25位

茅ヶ崎市議会議員選挙（定数28）

岸 正明 現5期 当 選 2，693票 10位

葉山町議会議員選挙（定数14）

中村 かずお 現1期 当 選 547票 12位

職場の『声』を議会へ

自
治
労
は
、
男
女
平
等
の
推
進
を
自
治
労
運
動
の

す
べ
て
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、「
労
働

組
合
の
男
女
平
等
参
画
」「
職
場
の
男
女
平
等
の
実

現
」「
男
女
平
等
の
法
制
度
・
社
会
環
境
の
整
備
」

の
実
現
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

6
月
は
、
政
府
の
男
女
共

同
参
画
週
間
、
連
合
の
「
男

女
平
等
月
間
」
が
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
自

治
労
は
「
男
女
平
等
推
進
月

間
」
と
位
置
づ
け
、
集
中
的

に
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
。

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等

の
実
現
と
労
働
組
合
活
動
へ

の
女
性
参
画
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
性
別
役
割
意
識
の

転
換
長
時
間
労
働
を
前
提
に

し
た
日
本
型
労
働
慣
行
の
見

直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

男
女
平
等
の
職
場
づ
く
り

は
、
①
「
採
用
や
配
置
、
昇

任
、
賃
金
、
退
職
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
で
、
男
女

格
差
が
解
消
さ
れ
、
個
性
や

能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
」
②
「
方
針
決
定
過
程
へ

男
女
が
対
等
に
参
画
し
、
活

力
あ
る
職
場
と
な
る
」
③

「
労
働
環
境
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
、
女
性
も
男
性
も
い

き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
な
ど

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
使
用
者
側
と
も
共
有

し
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
労
働
者
に
占
め

る
女
性
労
働
者
の
割
合
や
平

均
残
業
時
間
数
等
の
労
働
時

間
の
状
況
、
管
理
職
に
占
め

る
女
性
労
働
者
の
割
合
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
基
づ
い

た
目
標
を
設
定
す
る
事
業
主

行
動
計
画
の
達
成
状
況
の
確

認
や
計
画
策
定
（
民
間
）、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進

や
不
妊
治
療
休
暇
の
環
境
整

備
と
拡
充
、
非
正
規
労
働
者

の
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。

社
会
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
も
多
く
の
課
題
が

存
在
し
て
い
る
。
制
度
だ
け

が
拡
充
し
て
も
、
実
効
性
の

な
い
制
度
で
は
意
味
が
な

い
。
行
動
計
画
に
定
め
た
目

標
の
達
成
に
向
け
て
組
織
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
、
策
定
・
変
更
し
た
行
動

計
画
は
、
あ
ら
た
め
て
す
べ

て
の
労
働
者
に
周
知
し
て
い

く
必
要
も
あ
る
。
こ
う
し
た

課
題
の
解
決
に
向
け
、
県
本

部
で
は
要
求
提
出
や
ビ
ラ
配

布
を
提
起
し
、
神
奈
川
県
や

市
長
会
、
町
村
会
に
対
し
申

し
入
れ
を
行
う
。
職
場
の
声

を
集
約
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環

境
を
構
築
し
て
い
こ
う
。

医
療
・
福
祉
・
交
通
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

4
／
11
桜
木
町
・
4
／
19
川
崎
駅
頭
で

〜
公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

県
本
部
は
、
4
月
11

日
、
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前

で
、
人
に
優
し
い
公
共
交

通
の
確
立
を
は
じ
め
、
衛

生
医
療
職
場
や
社
会
福
祉

職
場
の
実
態
を
訴
え
る
、

『
よ
り
良
い
地
域
医
療
・

福
祉
と
く
ら
し
を
さ
さ
え

る
地
域
公
共
交
通
確
立

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施

し
た
。（
川
崎
地
区
は
4

月
19
日
に
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅

東
口
で
実
施
）

衛
生
医
療
職
場
の
代
表

者
は
「
衛
生
医
療
職
場
を

対
象
と
し
た
自
治
労
調
査

で
は
、
23
％
の
職
員
の
残

業
時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン

の
月
80
時
間
以
上
と
答
え

て
お
り
、
な
か
に
は
3
0

0
時
間
と
い
う
職
員
も
い

た
。
感
染
症
対
応
だ
け
で

な
く
、
常
態
化
す
る
人
員

不
足
が
そ
の
理
由
。

さ

ら
に
、
医
療
従
事
者
の
72

％
が
離
職
を
検
討
し
た
こ

と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
。
地
域
住
民
の
い
の
ち

を
守
る
、
安
全
を
守
る
職

場
で
は
、
そ
こ
で
働
く
職

員
の
い
の
ち
、
安
全
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
」
と
医
療

職
場
の
課
題
を
報
告
。

神
奈
川
よ
り
選
出
の
牧

山
ひ
ろ
え
・
水
野
も
と
こ

両
参
議
院
議
員
も
駆
け
つ

け
、
交
通
政
策
を
は
じ

め
、
医
療
や
福
祉
の
重
要

性
に
つ
い
て
訴
え
た
。

当
た
り
前
の
存
在
と
し

て
日
々
の
暮
ら
し
に
あ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
土

台
を
支
え
る
の
は
現
場
の

労
働
者
だ
。

『第58回地方自治研究神奈川集会』を開催します

日 時 6月10日（土）10：00～
場 所 藤沢ミナパーク
（AM：全体集会 PM：分科会）

全体集会 関東大震災100年「首都近郊の地震リスクと市民防災」

―熊本地震・大阪北部地震から見えてきた課題―

分科会① ―避難所のジェンダーフリーを考える―（仮）

分科会② ―デマに負けないまちづくりを考える―（仮）

分科会③ 被災地救援行動の経験を基に

―災害時に何ができるか、もっとも必要なこと―（仮）

4
月
は
、

み
な
さ
ん
気

疲
れ
し
た
の

で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
新

規
採
用
職
員
の
方
は
初
め
て

の
就
職
、
ま
た
職
場
を
異
動

し
た
方
も
新
た
に
人
間
関
係

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
◆

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
さ
れ
て
い

た
歓
迎
会
な
ど
も
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
仲

間
と
仲
良
く
な
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
◆
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
以
降

の
飲
み
会
の
参
加
に
つ
い

て
、
一
番
回
答
が
多
か
っ
た

の
が
「
参
加
し
た
く
な
い
」

で
あ
っ
た
。
個
人
的
に
は
、

な
に
か
の
縁
で
一
緒
に
働
く

仲
間
と
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

一
緒
に
お
酒
を
飲
ん
で
話
す

こ
と
が
今
後
の
仕
事
に
も
良

い
影
響
を
与
え
る
と
思
っ
て

い
る
◆
職
場
で
も
労
働
組
合

で
も
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
、

仲
間
同
士
の
結
束
を
強
く
し

て
ほ
し
い
。

（
松
）

藤沢・茅ヶ崎・葉山・組織内3人とも当選藤沢・茅ヶ崎・葉山・組織内3人とも当選

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

じちろうかながわ

（1）2023年5月1日・15日合併号（毎月2回発行1日・15日）自 治 労 神 奈 川 882号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。
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1972年夏、JR相模原駅近くに位

置する「米陸軍相模総合補給廠」の

正面ゲート（西門）から搬出される

戦車の移送を、阻上しようとした約

100日間の熱い闘い。

ベトナム戦争で破損した戦車や兵

員輸送車両は日本に運搬され、相模

総合補給廠で修理された後に、横浜

港を経てベトナムに送り返されてい

た。

間接的にベトナム戦争へ協力して

いるという事実に対し、反戦・平和

を望む市民や労働組合は、戦闘車両

の移送を阻止する。ベトナム戦争に

反対する自らの意思をアピールする

ことが、人々の力の結集による車両

移動阻上の運動に発展した闘い。

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららら55555555555555555555550000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいをををををををををををををををををををををを伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝ええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義

相模原「戦車闘争」とは

相模原自治研センターがマンガ作成

い
ま
問
い
か
け
る
こ
と

の
意
義

50
年
前
、
遠
い
ベ
ト
ナ
ム

の
地
で
人
々
の
命
を
奪
い
、

街
を
破
壊
し
て
い
る
戦
争
が
、

自
分
た
ち
の
身
近
に
基
地
と

し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に

衝
撃
を
受
け
、
相
模
原
で
は

「
た
だ
の
市
民
が
戦
車
を
止

め
る
会
」
な
ど
、
広
範
な
市

民
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

社
会
情
勢
や
反
戦
・
平
和

へ
の
関
心
な
ど
、
今
と
は
異

な
る
状
況
は
あ
る
が
、
心
を

動
か
さ
れ
た
時
に
心
の
ま
ま

に
行
動
に
移
せ
る
の
か
、
自

ら
の
正
義
を
貫
く
行
動
が
で

き
る
の
か
、
市
民
が
自
ら
の

意
思
に
よ
り
実
践
し
た
民
主

主
義
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
戦
車
闘
争
に
参

加
し
た
人
々
が
「
現
在
の
私

た
ち
に
問
い
か
け
る
」
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。50

年
の
節
目
に

相
模
原
地
方
自
治
研
究
セ

ン
タ
ー
は
、
市
民
中
心
の
抵

抗
型
運
動
で
あ
る
「
戦
車
闘

争
」
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で

に
散
逸
し
て
い
た
紙
媒
体
の

報
告
書
や
発
行
紙
・
チ
ラ

シ
、
写
真
、
映
像
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
幅
広
く
収
集

し
、
報
告
書
「
相
模
原
に
お

け
る
戦
車
闘
争
の
意
義
と
承

継
」
を
作
成
。
当
時
を
記
録

す
る
た
め
の
座
談
会
の
場

で
、
参
加
者
か
ら
「
昔
は
、

中
学
校
の
社
会
科
の
教
科
書

に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
連

し
て
戦
車
闘
争
が
載
っ
て
い

た
」
と
い
う
発
言
な
ど
も
あ

り
、
次
世
代
に
ど
う
残
し
伝

え
て
い
く
の
か
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
意
義
と
重
要
性
を
認

識
し
た
。

マ
ン
ガ
で
伝
え
る

50
年
前
の
出
来
事
を
誰

に
、
ど
う
伝
え
る
の
か
？
振

り
返
る
事
業
か
ら
、
未
来
に

向
け
て
発
信
し
て
い
く
事
業

へ
と
、
誰
も
が
読
み
や
す
く

親
し
み
や
す
い
マ
ン
ガ
で
伝

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

軍
都
「
相
模
原
」

戦
前
は
、
軍
都
「
相
模

原
」
と
し
て
い
く
つ
も
の
軍

施
設
が
存
在
し
、
戦
後
米
軍

へ
接
収
さ
れ
た
。
50
年
前
の

闘
い
を
契
機
に
、
多
く
の
市

民
の
総
意
と
し
て
基
地
返
還

運
動
が
継
続
し
て
取
り
組
ま

れ
た
結
果
、
市
内
の
基
地
は

返
還
さ
れ
大
学
や
病
院
、
公

園
な
ど
へ
と
様
変
わ
り
し
て

い
る
。
漫
画
の
冒
頭
シ
ー
ン

で
登
場
す
る
の
は
、
米
軍
基

地
の
中
に
あ
る
フ
ェ
ン
ス
に

囲
ま
れ
た
公
園
「
相
模
原
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ク
」。
在
日
米
陸
軍

基
地
内
の
共
同
使
用
に
お
け

る
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。当時

の
思
い
…

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る

社
会
の
関
心
の
高
さ
、
労
働

組
合
運
動
の
高
揚
感
。
そ
し

て
、
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
た

戦
争
に
反
対
す
る
市
民
。
戦

争
反
対
と
平
和
を
求
め
る
考

え
が
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
戦
車
を
止
め
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
台
湾
有
事
な
ど
、

い
ま
の
時
代
も
平
和
を
希
求

す
る
思
い
に
違
い
は
な
い
。

固
定
観
念
や
同
調
圧
力
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自

分
の
思
い
を
主
張
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で

は
な
い
。

「
戦
争
反
対
」。
声
を
出

す
民
主
主
義
を
も
う
一
度
。

そ
ん
な
思
い
が
こ
の
マ
ン
ガ

に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
取
材

県
本
部
教
宣
部
）

マ
ン
ガ
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

Ａ
5
版
、
1
1
2
ペ
ー
ジ
。

相
模
原
地
方
自
治
研
究
セ
ン

タ
ー
☎
0
4
2
（
7
5
2
）

4
5
4
4

Ｚ
世
代
が
考
え
る

「
ケ
ア
産
業
の
課
題
と
問
題
意
識
」
そ
の
1

ケ
ア
労
働
は
処
遇
改
善
が
喫
緊
の
課
題
だ

■
過
去
2
回
の
コ
ラ
ム
で
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
を
取
り
上
げ
た
。
今
回
か
ら

は
ケ
ア
産
業
の
課
題
に
つ
い
て
、
保

育
を
事
例
と
し
て
労
働
者
の
側
面
か

ら
持
論
を
述
べ
た
い
。
保
育
の
課
題

と
言
え
ば
昨
夏
、
静
岡
県
で
起
き
た

事
故
が
真
っ
先
に
思
い
出
さ
れ
る
。

炎
天
下
の
送
迎
バ
ス
に
長
時
間
置
き

去
り
に
さ
れ
た
園
児
が
亡
く
な
っ
た

事
故
だ
。
2
0
2
1
年
7
月
に
も
福

岡
県
で
概
ね
同
様
の
事
故
が
起
き
て

い
る
。
■
こ
う
し
た
事
故
の
背
景
に

は
、
保
育
士
の
確
認
不
足
と
い
っ
た

個
人
レ
ベ
ル
の
責
任
も
あ
る
だ
ろ

う
。
実
際
、
直
接
的
・
最
終
的
に
事

故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
は
現
場

に
い
る
者
で
あ
る
し
、
彼
ら
が
そ
の

よ
う
な
心
構
え
で
保
育
に
携
わ
る
こ

と
が
最
も
望
ま
し
い
。
し
か
し
そ
れ

は
個
々
人
に
お
い
て
内
生
的
に
醸
成

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
現
場

外
の
我
々
が
言
う
べ
き
で
は
な
い

し
、
外
発
的
な
心
構
え
は
形
骸
化
し

が
ち
で
あ
る
。
故
に
現
場
を
責
め
る

の
は
悪
手
で
し
か
な
い
。
■
事
故
の

本
質
的
な
原
因
は
も
っ
と
大
き
く
構

造
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
慢
性
的
な

人
手
不
足
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

こ
れ
を
補
わ
ん
と
、
上
記
の
事
故
を

受
け
た
置
き
去
り
防
止
装
置
の
導
入

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
労

働
を
装
置
で
完
全
代
替
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
や
は
り
人
を
充
足
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
確
認
を

し
、
異
変
に
対
処
す
る
の
は
人
間
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
労
働
力
、
言

う
な
れ
ば
�
気
配
り
力
�
の
ゆ
と
り

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
■
で
は
人

手
不
足
の
理
由
は
何
か
。
待
機
児
童

問
題
な
ど
保
育
特
有
の
背
景
も
あ
る

も
の
の
、
ケ
ア
産
業
全
体
に
共
通
す

る
も
の
と
し
て
は
低
賃
金
・
低
待
遇

だ
ろ
う
。
ま
ず
賃
金
で
あ
る
が
、
厚

労
省
の
平
成
28
年
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
職
種
の
男
女

計
平
均
月
収
40
・
8
万
円
に
対
し
て

保
育
士
は
27
・
2
万
円
で
あ
る
。
保

育
士
の
9
割
以
上
が
女
性
で
あ
る
こ

と
と
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
を
考
慮

し
て
女
性
だ
け
で
見
て
も
、
全
職
種

平
均
月
収
31
・
4
万
円
に
対
し
て
保

育
士
は
27
・
1
万
円
と
、
差
は
歴
然

で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
全
職
種
に

比
べ
て
保
育
士
の
平
均
勤
続
年
数
が

短
く
、
平
均
年
齢
が
低
い
点
に
注
意

が
必
要
だ
が
、
こ
れ
と
低
賃
金
と
の

間
に
は
相
互
作
用
が
あ
る
と
見
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
次
に
待
遇
で
あ

る
が
、
激
務
か
つ
休
憩
は
ほ
ぼ
な

い
。
例
え
ば
昼
食
の
時
間
が
休
憩
時

間
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

実
際
は
園
児
の
食
事
介
助
や
ト
ラ
ブ

ル
対
応
な
ど
、
休
憩
ど
こ
ろ
か
自
身

の
食
事
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も

日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に

休
憩
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
て
も
書

類
の
記
入
や
工
作
、
裁
縫
な
ど
に
時

間
を
取
ら
れ
、
こ
う
し
た
作
業
が
勤

務
時
間
内
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
帰

宅
後
も
持
ち
帰
り
で
残
業
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
低
賃
金
と
も
重
複
す
る

が
、
こ
の
残
業
代
も
支
払
わ
れ
な
い

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
加
え
て

制
度
上
の
問
題
が
あ
る
。
児
童
福
祉

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
第
三
十
三
条
は
人
員
の
配
置
基
準

を
、
保
育
士
1
人
に
対
し
、
0
歳
児

は
3
人
ま
で
、
1
、2
歳
児
は
6
人

ま
で
、
3
歳
児
は
20
人
ま
で
、
4
、

5
歳
児
は
30
人
ま
で
と
定
め
て
い

る
。
仮
に
3
歳
児
1
人
に
手
を
取
ら

れ
れ
ば
そ
の
間
、
他
の
19
人
は
放
置

状
態
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
ど

の
よ
う
な
仕
事
も
神
経
を
使
う
も
の

だ
が
、
多
感
で
予
測
不
能
に
行
動
す

る
子
ど
も
を
こ
の
人
員
比
率
で
保
育

す
る
苦
労
は
相
当
で
あ
る
。
国
が
人

を
大
切
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
根
幹

に
あ
る
。
■
今
回
は
課
題
を
挙
げ
る

に
留
ま
っ
た
。
次
稿
で
は
解
決
の
糸

口
を
探
る
。
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